
 
 

第 8 回＜分かちあい＞教育研究国際交流会議＆OBOG 授業研究大会 
■AI 時代における＜分かちあい＞：＜学び＞を通じた文化・関係・対話の交流と創造 

硬直した言語・思考、関係性・制度等から、＜分かちあい＞は、どう柔軟性と解放をつくるか！■The 8th 

International Conference on Educational Exchange; <wakachiai-method(closed-system)>

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2019 年 3 月 30 日(土) 9:00～1７:１０ 
◆大会案内 https://www.dendai.ac.jp/event/20190220-01.html 

東京電機大学理工学部 https://www.dendai.ac.jp/access/saitama_hatoyama.html 

〒350-0394 埼玉県比企郡鳩山町石坂：℡049-296-6053(張研究室)/049-296-598(小島研) 
◆:池袋から東武東上線 50 分「高坂駅下車」スクールバス 10 分◆関越道「坂戸西スマートインターチェンジ」 
■＜張研究室(海外対応含)j.zhang@mail.dendai.ac.jp＞＋＜小島研究室 kojima-yu@mail.dendai.ac.jp＞ 
■東アジア教育研究所・Tel:03-6667-5185: https://www.ioeae.com/ 
■共催：＜分かちあい＞学習協働センター：＜臨床的教師研修学会＞http://rinkyoken.com/index.php 

今回、東アジア教育研究所との連携、また小島先生の退職記念兼ねた大会です。第Ⅰ部は、授業研究会

と国際交流会議、第Ⅱ部は、身体と感性「歌うこと・踊ること」をテーマにイベントとし、協働的な＜学

び＞の文化形成・同窓的関係の必要性や役割を参観体験から楽しんでいただきます。第Ⅲ部は、参加者主

体の懇親交流会(＊会費制)ですすめます。参加者が楽しめる、新しい教育研究交流会議のご案内です。 

Ⅰ部 9：00受付 9：10開会 【A】：授業研究会（6104 教室）／【B】：国際会議（6103教室）＜申込制＞    

   【A】授業研究：テーマ【15分で、子どもの学習意欲を引き出す、授業指導、その実践・その実力！】 

              「授業１５分＋５分＜分かちあい＞＋10分全体）」✕（3名 OB授業） 

     ＊10 年前「第一回全日本学生授業研修大会」実施の現職 OB 教員たち(各地域で活躍)、工夫ある模擬授業にとりくみます。 

【B】■国際研究会議 (＊海外参加人数によっては B1 ワークショップ形式、B2 翌 31 日カンファレンス実施も予定)  
      ①小島勇(侑

ゆう

：社会活動ペンネーム) (電大理工教授)「＜分かちあい＞と教師成長・教育的意義」 
      ②張建(電大理工特任教授）「AI 時代における＜分かちあい＞の意義と可能性」 
      ③「台湾における＜分かちあい＞の可能性」、④他／全体協議           
 Ⅱ部 13：00～15：00 記念集会＆イベント【プレゼンテーションホール】(合唱・フラダンス等々)＜＊参観自由＞         
Ⅲ部 15：00～17：00 懇親交流会【鳩カフエ Hato-cafe】＜事前申込みの会費制：自己アピール名刺カードも OK＞  

 ＊一般 2000 円、学生 1000 円 ＊交流懇親会のため、一人 500 円程度プレゼント交換用意！：会 nonalcoholic！  

 ＊平服で ok  (＊いつもお世話になっている鳩山の農家の方、手づくりなど頼む関係で、26 日迄申込みで！：やむなく当日も ok！)  

◆＜Ⅲ部・申込先 retireparty.kojima@gmail.com：（お名前・所属・小島先生との関係も：担当・張） 

AI 到来の時代、あらためて＜学ぶ＞とは？、人と人が＜分かちあう＞意義とは？、・・自分の体験から、自分の

言葉で知る＜学び＞の研究会。AI 到来時代、人の活動も社会も激変すると予想される。一人一人の感じ方の違い・

感性から出た言葉、身体の使い方、人間と社会関係の取り方など、柔軟で、個性的で､相互の協働的学びあいは、

とりわけ重要視されてくる。それは同窓の関係・文化をつむぎ、いつまでも人に思い出と活力を与えてくれる。そ

こには、対話的関係があり、共有の活動の喜び、ユーモア、笑いがある。新しい時代こそ、身体と気持ち・感覚を

大切に、楽しく動き・動かす機会を大切に（留まると、いつの間にか、鬱にはまる）、大切な身体と人間関係は温め(冷

やさないようにし)、自分と楽しく関わる関係を大切に。新しい時代を迎え、人と人が＜学びあう＞意義をとりあげ

たい。(小島) 
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